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平成３０年度ふくいグッドジョブ女性表彰 受賞者一覧   

 

番号 受 賞 者 活  動  概  要 

１ 株式会社アイル    

「管理グループ」 

（7名：代表 中尾利枝） 
 
 

業務の効率化および派遣社員へのサービス向上など、 

常に新しい取組みで会社に貢献  

 

業務の効率化を目的として平成 27 年 10 月から活動を開始。平成 30

年には、新規・出張登録会の強化と紹介者への特典拡大、ＷＥＢ広告

の充実等により新規登録者数の増加につなげた。また、会社ホームペ

ージ内に派遣社員の専用ページを開設。給与明細をＷＥＢ閲覧できる

ように電子化し、派遣社員の満足度アップと給与事務の効率化、経費

削減を同時に実現した。 

 

２ 社会福祉法人足羽福祉会    

 山内
やまうち

 倫代
み ち よ

   
（足羽サポートセンター） 

 
 

国体公認のキャラクター弁当を企画・販売し、 

障害者就労の工賃アップに貢献  

 

福井国体キャラクターである「はぴりゅう」を使ったキャラクター弁

当を企画・開発。手頃な価格の弁当箱つきキャラ弁は、主婦層の支持

を得て人気商品となり、平成 28 年 7 月の販売開始から国体開催期間

を通じて累計 1,600個を売り上げた。国体会場のほか、国体関係のイ

ベントやセルプフェアなど様々な機会で販売会を実施し、障害者の就

労機会を増やすとともに、作業就労の工賃アップにつなげた。 

 

３ 株式会社オクタケ      

佐藤
さ と う

 歩
あゆみ

   
（クレーンオペレーター） 

 

 

 

社内唯一の女性技術者として、現場の業務改善や女性の採用増に貢献 

 

入社から 2か月で移動式クレーン運転士の試験に一発合格。業務終了

後にクレーンを洗車するなどの丁寧な仕事ぶりや安全ルールを遵守

する姿勢が周囲の男性作業員にも好影響を与え、会社全体の業務改善

とイメージアップに貢献。佐藤さんの活躍を知った女性から応募があ

り、採用につながるなど、女性技術者の採用増加にも貢献している。 

 

４ 技建工業株式会社   

 藤田
ふ じ た

 ひとみ   
（総務部 課長） 

 
 

建設業の堅いイメージを払拭するＰＲ手法を提案し、 

会社のイメージアップに貢献 

 

企業のイメージアップに向けた新たな手法としてマスコットキャラ

クターの制作を提案。自ら基本デザインを手がけた「技けんくん」は

同社のＴＶＣＭや工事現場の仮囲い等で活用され、従来の建設業のイ

メージを払拭し、明るく親しみの感じられる企業イメージの普及・Ｐ

Ｒに貢献している。数少ない女性社員のまとめ役としても活躍中。 

 

５ 株式会社米五         

池田
い け だ

 佳
か

菜
な

子
こ

  
（みそカフェ 店長） 

 

 

 

みそソムリエの知識を活かして 

新業態のみそカフェを立ち上げ、売上増に貢献 

 

平成 28年から、飲食・直販・体験スペースを兼ね備えた複合施設「み

そ楽」のオープンに向けた推進会議に参画し、店舗のコンセプトやデ

ザイン決定に携わったほか、調理師免許を取得して新しいみその使い

方・食べ方を提案するメニューを考案。平成 30 年 7 月のみそカフェ

オープン後は、店長として調理や接客をこなす一方でＳＮＳでの情報

発信を強化し、集客に大きく貢献している。 

  

（企業・団体名五十音録順、敬称略） 
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番号 受 賞 者 活  動  概  要 

６ 株式会社そごう・西武 西武福井店    

焼
やき

田
た

 真理
ま り

   
（お得意様部） 
 
 

常に目標に向けて努力し、成果を上げる姿が 

女性社員のロールモデルに 

 

平成 26 年からお得意様部に所属し、契約社員で初めて外商を担当。

幅広い商品知識を身につけ、お客様の信頼を獲得して継続的に売上目

標を達成する一方で、数少ない女性セールスとして、ギフトやファッ

ション等に関する様々な資格を活かして特に女性の新規顧客開拓で

力を発揮してきた。平成 30 年には契約社員から本社員に登用。女性

従業員のロールモデルとして尊敬を集めている。 

 

７ 有限会社ダイケイ     

 坪川
つぼかわ

 のぶ子
こ

  
 （看護職員） 
 

 

職種の枠を越えてチームワークで取り組む介護の基盤を確立し、 

地域の高齢者へのサービス向上に貢献 

 

平成 21 年のデイサービス事業所（笑楽日）開設時から、元看護師の

経験を活かし、看護職員として利用者のケアにあたる。看護の仕事の

枠にとらわれず、食事やトイレの介助、レクリエーションなど担当以

外の業務にも積極的に携わり、「職種の枠を越えてみんなで取り組む

介護」を提唱。現在の笑楽日の企業ポリシーに極めて大きな影響を与

えた。 

８ 武生特殊鋼材株式会社   

 河野
こ う の

 薫子
かおるこ

   
（営業部 次長） 

 
 

海外駐在員として販路拡大に貢献 越前打刃物の魅力を世界に発信 

 

平成 25 年に海外駐在員としてテレワークでの勤務を開始。オースト

ラリアの自宅を拠点にヨーロッパやアメリカ、アジアの顧客との商談

を担当し、オーストラリアでは顧客ゼロからスタートし、4 年で売上

280万円を達成した。「越前ブランドプロダクツコンソーシアム」の営

業担当としても活躍し、ドイツの「アンビエンテ」にも出展するなど、

越前打刃物の魅力を世界に発信している。 

 

９ 西田建設株式会社    

「環境推進広報チーム」 

（3名：代表 本多かおり） 
 
 

女性の視点を活かして働き方改革と建設業のイメージアップを推進 

 

平成 29年 12月から「働きやすい職場環境づくり」と「見える・魅せ

る現場改革」を目指して活動。作業所のパトロールや現場担当者のス

トレスチェックを行い、職場環境の改善に向けた提案を実施。顧客や

施工現場近隣住民の信頼向上につなげたほか、中学・高校等での女性

活躍に関する講演活動やチームで担当している採用活動を通じて建

設業のイメージアップに貢献している。 

 

10 濃飛西濃運輸株式会社 福井支店    

堀田
ほ っ た

 紗
さ

央
お

里
り

  
（セールスドライバー） 

 

 

全国トップクラスの高度な運転技術と専門知識を身につけ、 

業界のイメージアップと女性ドライバーの活躍促進に貢献 

 

平成 29 年の全国トラックドライバー・コンテスト（主催：全日本ト

ラック協会）において、女性部門４位に入賞し、グループ企業全体で

女性初の上位入賞者となる。コンテスト出場のために身につけた専門

知識や高度な運転技術を活かして社員の安全教育も担当するなど、活

躍の場を広げているほか、福井県トラック協会の広報活動に協力し、

業界のイメージアップと女性ドライバーの活躍促進に貢献。 
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番号 受 賞 者 活  動  概  要 

11 平林印刷株式会社  

久
ひさ

弘
ひろ

 京子
きょうこ

  
（販売部 課長） 

 
 

既存顧客への営業をシステム化し、 

業務の効率化と売り上げアップに貢献 

 

平成 30 年に新設されたマーケティング部門で顧客管理の担当課長に

就任。顧客の情報にあわせて最適な時期に最適な情報をメール等で提

供する「マーケティングオートメーション」の導入・運用に尽力し、

それまで各担当が感覚で行っていた既存顧客への営業活動をシステ

ム化。飛躍的な業務効率化を実現し、売上げ・リピート率の向上につ

なげた。 

 

12 ファーストトレード株式会社    

「ＳｏＳｈｉｎプロジェクト」 

（5名：代表 西端美里） 
 
 

時間制約のある社員自らが業務改善と働き方改革を推進 

 

誰もがやりがいを持って働くことのできる職場環境づくりを目指し、

残業不可の社員のみで結成されたプロジェクトチーム。全部署の管理

業務について、担当者への徹底的なヒアリングをもとに言語化・細分

化し、集約に成功した。すべての業務へのメイン・サブ担当設置や、

クラウド管理による業務資料の共有徹底を提案し、業務の属人化を解

消。急な欠勤や遅刻早退による周囲への影響と本人の負担感を軽減

し、スタッフのモチベーションアップにつなげた。 

 

13 フリックイン福井株式会社    

「おもてなし認証取得チーム」 

 （5名：代表 中村千尋） 
 

 

県内で初めておもてなし規格「金認証」を獲得し、 

顧客満足度の向上に貢献 

 

「おもてなし規格認証」（経済産業省）への応募を目指して平成 30年

4 月から活動を開始。案内表示への中国語・韓国語の導入や Wi-Fi 環

境の改善などサービスの向上に努め、同年 8 月には認証機関による審

査で規定（15 項目）を大きく上回る 27 項目をクリアして、福井県内

初となる「金認証」を取得。顧客満足度の向上だけでなく、社員のモ

チベーションアップと接客の質のさらなる向上につなげた。 

 

14 マイランＥＰＤ合同会社 勝山事業所    

吉村
よしむら

 由美
ゆ み

   
（生産品質保証部 コンプライアンス 

＆ラベリンググループ） 
 
 

包装資材デザインの面から製品の品質を支え続け、 

ブランド構築や業務改善に貢献  

 

平成 14 年度から医薬品包装資材のデザイン業務を担当し、これまで

に 2 千を超える包装資材のデザインに携わってきた。平成 30 年は数

品目の新規医薬品を同時期に発売したため、これまでにない厳しいス

ケジュールとなったが、期限内に作業を完了。ブランドイメージのみ

ならず、使う人の利便性を考えて細部までこだわりを捨てず、さらに

包装作業現場からの要望に応えて箱の形状をミリ単位で調整するな

ど、品質向上・業務改善にも貢献している。 

 

15 前田工繊株式会社    

「健康経営プロジェクトチーム」 

（9名：代表 森井真紀） 
 
 

健康づくりに関する情報発信やイベント開催などを通じて 

「健康経営」を実践し、社員の健康管理を大幅にレベルアップ 

 

同社の「健康経営宣言」を実践に向けて、平成 29年 12 月から活動を

開始。「健康応援サイト」を立ち上げ、健康に関するトピックスを毎週

発信しているほか、ウォーキングイベントなども企画・運営。定期健

康診断の再検査受診を徹底させる仕組みの確立や、職階ごとに期限を

設定して禁煙する取組みの実施などにより、社員の健康管理のレベル

を大幅に向上させた。 
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番号 受 賞 者 活  動  概  要 

16 株式会社メディカルジャパン 

田賀
た が

 寛子
ひ ろ こ

   
 （システムエンジニア） 
 

 

 

業界で数少ない女性ＳＥとして活躍し、女性の採用増に貢献 

 

工場向け生産制御システムやホテル省エネ制御システム等の開発と

いう女性ＳＥが少ない業界のシステム開発に意欲的に取り組み、プロ

グラム作成のノウハウを習得。女性ＳＥとして社内で初めて新人教育

を担当した。採用活動にも積極的に参加し、ＳＥのやりがいや働き方

について個別面談で学生に伝えるなどした結果、新卒女性の採用につ

ながるなど、採用増にも貢献している 

 

17 リコージャパン株式会社 福井支社       

「リコー協働の森きての 

 社会貢献活動隊」 

（2名：代表 坂下佐登美） 
 

 

 

自治体（坂井市）や地域住民との連携による里山保全活動を展開し、 

企業イメージの向上に貢献 

 

平成 29 年にスタートした坂井市や地域住民との協働による下久米田

地区里山保全活動の事務局を担当。関係団体との協定締結から打合

せ、企画、参加者募集、開催準備、当日の運営までを一手に担い、こ

れまでに３回の活動を成功させた。活動はメディアにも取り上げら

れ、リコージャパン内で表彰を受けるなど、新しい社会貢献活動とし

て高い評価を受けている。 

 

※年齢は、平成 31年 2月 14日現在 

 

 


